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関東地方整備局におけるDX推進に向けて

現場 【事務所等】

設計(鉄筋の干渉チェック) 施工(ICT施工) 管理(施設変状確認)

• 建設生産プロセス全体での3Dデータ活用
• 人材育成センターやDXルームと連携し、現場の活用
効果を水平展開

• インフラDX推進の交流・情報発信拠点
• 人材育成センターのブランチ施設

関東DX･i-Construction人材育成センター
【関東技術事務所】

関東DXルーム 【関東地整本局】

セミナーや研修等の開催、遠隔参加

• BIM/CIM等研修の実施
• BIM/CIM等活用効果実感プログラムの実施

DXルーム

VR・AR・MRを活用した
施工体験等

無人化施工実習
（イメージ）

遠隔臨場実習 BIM/CIM、データ/デジタル
技術に関する研修

ウェアラブル
カメラにより撮影
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■建設技術展示館 ＜⺠間企業や⼀般・学⽣向け＞
＜主な実施メニュー＞

 ⺠間企業や⼀般・学生向けのBIM/CIM体験
やインフラDX体験

 BIM/CIM(VR、MR、UAV等含)の先進的な
設備を利用し、工事安全や⾼所作業体験等、
⺠間企業の研修等に活用

 BIM/CIM・ICTの活用事例や効果に関わる技
術をタブレットを用いて情報提供 等 DXパーク

■研修棟・現場実証フィールド

・多くの研修参加を実現するためのWeb受講プログラムの実施
・研修参加者は、Webによる視聴および意⾒交換を実施
・研修内容は⼀定期間繰り返し視聴可能とする（アーカイブ化）
・実技研修についても、Web参加者も疑似体験可能とする効率的なカリキュラム
を検討

＜主な実施メニュー＞
 BIM/CIM活用促進に向けた研修・人材育成
 ICT測量・施工の体験実習
 VR・ARを活用した、完成後の建設物の再現やバックホウ、

⾼所などの施工体験
 ローカル5G通信を活用した現場実証フィールドでのICT

建機を用いた無人化施工実習
 ホログラム表示(MR)を用いた出来形管理実習(土工)
 DXに資するデータやデジタル技術に関する基礎知識、

情報セキュリティ等の習熟 等

＜国や地方公共団体の⾏政職員、⺠間技術者向け＞

Web受講、eラーニング等の活用 〜いつでも、どこでも受けられる研修を実現〜

無人化施工実習のイメージ 研修室

ローカル5G通信 ３D-CAD用⾼性能PC

現場実証フィールド
（ICT施工・無人化施工・５G設備）

関東DX・i-Construction
人材育成センター （研修棟）

建設技術展示館
（建設技術の展示・体験）

～ ＤＸパーク ～

○ インフラ分野のDX推進に向けた人材育成を目的として、地⽅公共団体を含む発注者及び⺠間技術者に対する
BIM/CIM活用やICT施工普及促進、 データ/デジタル技術の知識習熟等に関する研修・講習を実施。

○ ⺠間企業等の最新の建設技術を展示する建設技術展示館（関東技術事務所に併設）や関東DXルームとも
連携し、上記に関連する情報発信を実施。

関東ＤＸ・i-Construction人材育成センターの概要
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活動項目 令和３年度の取組状況

発注者向け研修
【延べ655名参加】

・BIM/CIM研修（入門：3回、初級：3回、実践：3回）Web受講として実施
・i-Construction研修（基礎：2回、実践：2回）Web受講として実施
・デジタル技術研修（ﾃﾞｰﾀ/ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術基礎：1回、情報ｾｷｭﾘﾃｨ：1回）Web受講として実施
※研修のWeb配信として、関東DXルームからも講義実施（ブランチ機能として活用）
※VDI（仮想デスクトップ）を用いて、3D-CADの操作実習をWebで実施

民間技術者向け講習
【延べ2,178名参加】

・ICT計測、施工Webセミナー（ICT計測：延べ3日、ICT施工：延べ4日）として実施
・無人化施工Webセミナー（１日）として実施
※Webセミナーとして実施することにより、延べ２,１７８名（一部発注者含む）の参加登録

DXパーク
【延べ377名参加】

・建設技術展示館内のDXパークでは、レーザースキャナーを用いた３次元体験などを実施

ICT導入効果検証
【延べ250名参加】

・現場実証フィールドでは、小規模工事におけるICT導入効果の検証を実施

その他

・関東DXルームでは、外部と職員の参加による官民連携勉強会を実施
・「ICT施工eラーニング」（九州地整作成サイト）をICT施工HPにて公表
・受発注者共通のBIM/CIM研修テキスト、動画コンテンツを作成し、BIM/CIMポータル
サイトにて公表

【関東ＤＸ・i-Construction人材育成センター】 令和３年度活動報告（１／３）
関東地方整備局

 発注者（地方公共団体含む）に対するBIM/CIM、i-Construction、デジタル技術の研修を実施。
 民間技術者に対するICT施工等の普及促進を目的とした講習を実施。
 建設技術展示館（DXパーク）や関東DXルームとも連携し、上記に関連する情報発信を実施。
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関東地方整備局
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●BIM/CIM研修（入門編、初級編、実践編）【対象】国土交通省・地方公共団体職員
・内容：入門編 BIM/CIMを活用する意義や、国土交通省に

おけるBIM/CIMの取組状況などの講義を行
いました。

初級編 BIM/CIMの活用目的や活用することによる
有効性等について講義を行いました。

実践編 仮想デスクトップを活用し、BIM/CIMソフ
トウェアの演習を主体とした実践的な講義
を行いました。

・実施：入門編 R3.5/21:44名、9/13:64名、10/25:43名 計151名
初級編 R3.7/14:32名、9/22:49名、11/9:46名 計127名
実践編 R3.6/24~25:16名、9/30~10/1:15名、11/29~11/30:15名 計46名

実践編でＶＲ・ＡＲ機器体験
受講者へは体験の様子を配信

●i-Construction研修（基礎編、実践編）【対象】国土交通省・地方公共団体職員
・内容：基礎編 ICT活用工事の基礎的な知識習得のため

測量・設計・施工・監督検査までの各
プロセスについて、講義を行いました。

実践編 ICT施工における工事検査時の留意点や
ICT施工技術の概要、監督・検査のポイ
ントなどについて、講義を行いました。

・実施：基礎編 R3.5/25:74名、10/13:91名 計165名
実践編 R3.5/31:46名、10/20:73名 計119名

●デジタル技術研修【対象】国土交通省職員
①データ/デジタル技術基礎研修
・内容：データ（3D、画像、映像等）とデジタル技術

（AI、5G等）の基礎的な知識を習得し、システ
ム構築や管理に活用できるよう、講義を行いま
した。

・実施：R3.11/11:26名

②情報セキュリティ研修
・内容：最新の情報セキュリティの習得により適切シス

テム管理に活用できるよう講義を行いました。
・実施：R3.11/25:21名

オンライン研修の様子

令和３年度の研修・講習は、全てオンラインで実施

【関東ＤＸ・i-Construction人材育成センター】 令和３年度活動報告（２／３）

関東地方整備局では、ＩＣＴ施工に関する人材を育成するため、関東ＤＸ・i-
Construction人材育成センターからＷｅｂセミナーを実施しました。今年度は、合計
４回（８日間）開催し、総計２,１００名を超える皆様にご参加いただきました。
属性別申し込み割合では、７９．３％が⺠間会社からの申込みとなっています。

また、地域の制限を設けなかった事もあり、３１都府県から申込みがありました。

令和３年度に開催した「ＩＣＴ施工Ｗｅｂセミナー」の実施結果



関東地方整備局

DXパークを開設︕ 〜インフラDX技術体験〜 小規模工事を模したICT施工技術の導入効果検証

【関東ＤＸ・i-Construction人材育成センター】 令和３年度活動報告（３／３）

〜 DXパークの活動報告 〜
令和3年8月に建設技術展示館内に開設しました“DXパーク”では、開設〜

令和4年2月末までに24団体377名の方にインフラDX技術を体験して頂き
ました。

体験者の感想
・三次元化データ操作の説明を聞き、将来の現場への導入が目に見えた。
・レーザースキャナーを体験することで、より理解が深まりました。
・写真や参考書だけでは伝わらない内容を現物で聞けたり見たりすること
で、勉強になった。

関東技術事務所内の建設技術展示館にインフラＤＸ技術を体験出来る｢ＤＸ
パーク｣を開設しました。

①レーザ−スキャナ−体験 ②三次元化データの操作体験（イメージ） ③ＶＲ体験（イメージ）
■体験メニュー

BIM/CIMモデルによる設計検討の事例
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【関東ＤＸ・i-Construction人材育成センター】令和４年度活動方針（案） （１／２）
関東地方整備局

取組分野 活動項目 令和４年度の取組予定

研修・講習

DXの取組共有

・一般研修（DX関係ではない研修）において、DXの目的、関東地整
本局の体制、 各事務所での取組などを紹介
（DXの目的、取組などを幅広い職員で共有し、関東地整全体として
の取組を推進）

受講方法の工夫

・対面研修とWeb受講を合わせたハイブリッド方式による研修を実施
・ICT機材及び５G環境を用いた研修を実施
・現場実証フィールドからのライブ映像配信も検討
・令和３年度講義等の映像をアーカイブ化し、いつでも視聴出来る環
境を構築

研修内容の充実
・関東地方整備局インフラDX推進本部の幹事会・WGと連携し、意見・
要望等を反映

研修対象者の拡大
(デジタル技術研修)

・Web受講を活用して研修の対象者を拡大
（DXのベースとなるデータ/デジタル技術や情報セキュリティについて、
より多くの職員が知見を持つことが重要）

 令和３年度の取組に加え、研修・講習受講機会の拡大、カリキュラムの更なる充実を図る。
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取組分野 活動項目 令和４年度の取組予定

Webセミナー セミナー内容の充実

・セミナー講師の拡充
１．令和３年度認定されたＩＣＴアドバイザーを含めた講師募集
２．他地整との連携による、トップランナーへの講師依頼
３．無人化施工に関する先進的企業への講師依頼
４．インフラ分野のDXにおける先進的取組事務所、企業等への講師

依頼

建設技術展示館

ＤＸパーク
提供コンテンツの充実

・DXの取組テーマと連携したコンテンツの充実
１．関東地整本局や各事務所にて作成されたコンテンツの提供

（関東地方整備局インフラDX推進本部の幹事会・WGと連携）
２．展示館出展者に対する提供コンテンツ募集

技術発表会・講演会
の開催

・インフラ分野のＤＸに関する情報発信として、関連技術・事例等の発表
会・講演会を開催
（関東地方整備局インフラDX推進本部の幹事会・WGと連携）

【関東ＤＸ・i-Construction人材育成センター】令和４年度活動方針（案） （２／２）

 ＢＩＭ/ＣＩＭ・インフラＤＸ幹事会及びｉ-Construction幹事会と連携し、最新技術の導入に関わる
セミナー開催・情報発信などDX推進のニ－ズを踏まえた活動を実施する。

関東地方整備局

7


